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古
く
な
っ
た
消
火
器
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
！

火
災
時
の
初
期
消
火
に
は
消

火
器
が
大
変
有
効
で
す
。

　

し
か
し
、
古
く
な
っ
た
消
火

器
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、

消
火
器
が
破
裂
し
、
負
傷
す
る

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
消

火
器
の
使
用
期
限
は
業
務
用
で
、

お
お
む
ね
10
年
（
住
宅
用
消
火

器
は
５
年
）
で
す
。
使
用
期
限

を
過
ぎ
た
状
態
で
使
用
す
る
と
、

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
一
度
ご

家
庭
や
事
業
所
に
設
置
し
て
い

る
消
火
器
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
使
用
期
限
内
で

あ
っ
て
も
本
体
容
器
に
腐
食
、

変
形
等
が
あ
る
場
合
は
絶
対
に

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
消
防
署
で
消
火
器
の

販
売
や
点
検
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
「
消
防
署
の
方
か

ら
来
た
」
な
ど
と
偽
り
、
不
当

な
価
格
で
消
火
器
の
訪
問
販
売

や
点
検
を
行
う
悪
質
な
業
者
が

い
ま
す
の
で
、
被
害
に
あ
わ
な

い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

消
防
本
部
消
防
課
予
防
班

☎
53
・
４
１
７
９

介
護
が
必
要
な
方
に

生
活
管
理
指
導
員
を
派
遣

香
美
市
に
在
住
・
在
宅
の
65

歳
以
上
の
方
で
、
介
護
保
険
の

対
象
と
な
ら
ず
、
次
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
方
に
、
生
活
管
理

指
導
員
を
派
遣
す
る
事
業
が
あ

り
ま
す
。

①
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に

　

つ
い
て
い
な
い
、
ま
た
は
対

　

人
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
社

　

会
適
応
が
難
し
い
方
で
、
介

　

護
を
必
要
と
し
て
い
る
方

②
一
時
的
な
心
身
の
障
害
や
傷

　

病
で
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

　

が
難
し
い
方
で
、
介
護
を
必

　

要
と
し
て
い
る
方

【
派
遣
期
間
】

①
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
つ

　

く
か
社
会
適
応
が
で
き
る
ま
で

②
継
続
し
て
６
カ
月
以
内

【
サ
ー
ビ
ス
内
容
】

①
生
活
す
る
上
で
必
要
な
家
事

　

な
ど
の
支
援
や
、
人
と
の
関

　

係
を
う
ま
く
作
れ
る
よ
う
助

　

言
を
行
う
支
援
な
ど

②
身
体
介
護
や
家
事
な
ど

【
負
担
額
】

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
に
必
要
な
金
額

の
１
割

※

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料

【
申
請
方
法
】
ま
ず
は
健
康
介

護
支
援
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

健
康
介
護
支
援
課

☎
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　高知を代表する食文化

といえば鰹と皿鉢、そし

てお酒。しかしそのルー

ツや発展の歴史には、未

知の部分も多くあります。

　そこで本展では、和食

文化が花開く江戸時代の

資料を出発点に、土佐の

食の歴史と文化をひもと

きます。

◆開催期間　

　１月１日（土・祝）～３月７日（月）

◆開催期間　

　１月１日（土・祝）～１月１４日（金）

企画展　おいしい土佐藩

　古今和歌集現存最古の

写本。その優美で格調高

い書風は「かなの書の最

高峰」とされています。

千年の時を越え、王朝文

化を今に伝える至宝をぜ

ひご覧ください。

特別展示！国宝「高野切」

高知県立高知城歴史博物館
ー催し物のお知らせー

【時間】

　９時～１８時 ※日曜は８時開館

　　※展示室への入室は閉館30分前まで

【観覧料】

　７００円(常設展を含む。高知城とのセット券900円)

　　※高校生以下と県内６５歳以上の方は無料

★３月５日（土）・６日（日）は開館５周年につき

　すべての方が無料。

【会場・問い合わせ先】

高知県立高知城歴史博物館

☎０８８－８７１－１６００

▲古今和歌集巻第二十（高野切本）

企画展と特別展示の共通事項

【問い合わせ・申込先】
　中央公民館
　☎５３－２２１４　FAX５３－３９０４
　平日：９時００分～１７時００分

ものづくり教室 ～新聞ＢＡＧづくり～

　フリーペーパーや新聞を使ったエコでアートなバッグを作ってみませんか？

■日時　２月１６日（水）１０時～１２時

■場所　中央公民館２階会議室

■講師 堺　悠さん（まちの先生登録講師・

しまんと新聞バッグインストラクター）

■参加費 １００円（材料代）

■対象者 香美市在住または香美市内勤務の方

■申込期間　１月６日（木）～２７日（木）

　　　　　　１７時必着※受付：平日９時～１７時

■募集人数 ３０人

（応募者多数の場合抽選）

■市民セミナー申込方法　必要事項：〒・住所・氏名・電話番号

　　　　　　　　　　　　　 香美市外の方は勤務先

①来館での申し込み。②電話での申し込み。③香美市公式ＨＰより申し込み。

　ホームページの『メールでのお問い合わせはこちら』から送信してください。

防災教室　地震に備える家庭内防災

　１日２４時間のうちの大半を過ごす家の中をいま一度見直し、自分の家に合った防災対策を

楽しく学んで南海地震に備えませんか。

■日時　１月３１日（月）１３時３０分～１５時

■場所　中央公民館２階会議室

■講師 楠瀬　淳司さん（防災士・DIYアド

バイザー・フタガミ防災アドバイザー）

■参加費　無料

■持ち物　必要な方は筆記用具

■対象者 香美市在住または香美市内勤務の方

■申込期間　１月６日（木）～２０日（木）

　　　　　　１７時必着※受付：平日９時～１７時

■募集人数 ２０人（応募者多数の場合抽選）

『スマホ教室』～スマートフォンを使ってみよう～

　スマートフォンを持っていない方、これからスマートフォンを使ってみたい・興味があると

いう方を対象とした、基本的な操作を学ぶ教室です。

■日時　２月２２日（火）①９時３０分～１１時

　　　　　　　　　　   ②１３時３０分～１５時

■場所　中央公民館２階会議室

■講師 ドコモショップ土佐山田店

■参加費 無料　※スマートフォンはこちらで用意します

■対象者 市民セミナーのスマホ教室に参加さ

れたことがない方

■申込期間　１月６日（木）～２７日（木）

　　　　　　１７時必着※受付：平日９時～１７時

■募集人数   各１０人（応募者多数の場合抽選）


